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は
じ
め
に

『
重
右
衛
門
の
最
後
』
は
、
同
じ
年
に
出
版
さ
れ
た
小
杉
天
外
の
『
は
や
り
唄
』

(
明
治
三
十
五
年
一
月
)
と
永
井
荷
風
の
『
地
獄
の
花
』
(
明
治
三
十
五
年
九
月
)

と
と
も
に
、
前
期
自
然
主
義
、
遺
伝
と
環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
ゾ
ラ
イ
ズ
ム

の
代
表
作
だ
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
「
『
野
の
花
』

序
」
(
明
治
三
十
四
年
五
月
)
を
き
っ
か
け
と
す
る
正
宗
白
鳥
と
の
論
争
で
提
唱

一
年
前
の

し
た
「
大
自
然
の
主
観
」
を
考
慮
に
入
れ
て
、
花
袋
の
「
自
然
」
観
を
テ
ク
ス
ト

の
解
読
の
手
が
か
り
に
す
る
九
炉
ま
ず
出
て
い
る
。
ま
た
沖
野
厚
太
札
鮮
は
、
「
盟

山
村
」
の
内
部
構
造
に
注
目
し
、
重
右
衛
門
と
少
女
の
持
つ
身
体
的
〈
異
常
〉
を
、

神
々
と
人
と
の
聞
を
区
別
す
る
聖
な
る
徴
と
理
解
し
、
村
人
た
ち
に
よ
る
重
右
衛

門
へ
の
私
刑
に
祭
把
に
お
け
る
犠
牲
を
、
少
女
の
復
讐
に
よ
る
村
へ
の
放
火
に
、

世
界
の
滅
亡
と
再
生
を
見
て
い
る
。
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そ
の
後
、
テ
ク
ス
ト
を
構
造
分
析
し
て
、
語
り
手
の
ま
な
ざ
し
と
心
象
風
景

に
注
目
す
る
新
た
な
読
解
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
持
団
叙
五
一
即
は
、
『
重
右
衛
門

の
最
後
』
が
花
袋
の
紀
行
文
で
培
わ
れ
た
旅
人
「
私
」
と
し
て
の
眼
が
生
か
さ
れ

る
小
説
の
集
大
成
で
あ
る
と
し
、
パ
ノ
ラ
マ
の
描
写
や
術
敵
す
る
語
り
手
の
視
線

に
は
傍
観
者
的
性
格
が
凝
集
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
高
橋
敏
夫
氏
は
、
語
り

王

梅

手
の

「
パ
ノ
ラ
マ
」
的
ま
な
ざ
し
を
「
地
図
」
的
ま
な
ざ
し
と
捉
え
、
高
さ
に
拘

る
姿
勢
に
近
代
国
民
国
家
の
欲
望
が
体
現
さ
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
上
回
穂
積
氏
は

「
富
山
」
と
い
う
表
面
上
の
語
り
手
の
ほ
か
に
、

も
う
一
人
の
聞
き
手
(
記
録
者
)
が
存
在
し
、
「
二
人
の
語
り
手
の
相
克
の
ド
ラ

マ
」
が
簡
め
ら
れ
て
、
テ
ク
ス
ト
が
紡
が
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
原

泰
邦
氏
は
、
テ
ク
ス
ト
の
「
風
景
」
に
目
を
向
け
、
語
り
手
の
傍
観
的
な
視
線
が

放
棄
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
視
線
が
つ
く
り
出
す
〈
風
景
〉

の
様
態
も
変
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化
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
論
じ
て
い
る
。

確
か
に
、
先
行
研
究
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
傍
観
的
姿
勢
で
村
を
観
察
す
る
と

の
本
意
が
、
重
右
衛
門
私
刑
事
件
に
よ
っ
て
動
揺
し
、
放
棄
さ
れ

る
に
い
た
っ
た
心
的
転
換
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
田
氏
が
指
摘
し
て
い

い
う
「
自
分
」

る
も
う
一
人
の
記
録
者
は
透
明
に
近
い
存
在
な
の
で
、
「
二
人
の
語
り
手
の
相
克

の
ド
ラ
マ
」

と
い
う
捉
え
方
に
は
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
思
う
。
本
稿
は
語
り

の
構
造
を
分
析
し
、
盟
山
村
で
の
出
来
事
を
す
で
に
経
験
済
み
の
語
り
手
が
、

し、

か
に
伏
線
を
は
っ
て
、
謎
の
真
相
に
近
づ
く
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
上
で
、

故
郷
↓
東
京
↓
「
盟
山
村
」
と
い
う
「
自
分
」
の
越
境
の
経
緯
を
探
る
と
と
も
に
、

「
盟
山
村
」
で
三
泊
し
た
「
自
分
」
の
心
象
に
投
影
さ
れ
る
村
の
風
景
の
変
化
を

見
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
重
右
衛
門
事
件
に
出
会
う
語
り
手
の
世
界
を
探
っ
て

い
き
た
い
。
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語
り
の
構
造

五
六
人
集
っ
た
あ
る
席
上
で
、
何
う
い
ふ
拍
子
か
、

ふ
と
露
西

E
の
小

説
イ
・
エ
ス
・
ツ
ル
ゲ
ネ
!
フ
の
作
品
に
話
が
移
っ
て
、

ル
ウ
ヂ
ン
の
末

路
や
、

パ
ザ
ロ
フ
の
性
格
な
ど
に
、

い
ろ
ノ
¥
興
味
の
多
い
批
評
が
出
た

事
が
あ
っ
た
が
、
其
時
、
な
に
が
し
と
い
ふ
男
が
、
急
に
席
を
進
め
て
、
『
ツ

ン
F
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僕
は
一
度
獄
失
手
記
の
中
に
で
も
あ
り

さ
う
な
人
物
に
田
舎
で
避
逼
し
て
、
非
常
に
心
を
動
か
し
た
事
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
本
官
に
我
々
が
ツ
ル
グ
ネ
l
フ
の
作
品
に
見
る
露
西

E
の
農
夫
そ

の
ま
々
で
、
自
然
の
力
と
自
然
の
姿
と
を
あ
の
位
明
か
に
見
た
こ
と
は
、

僕
の
貧
し
い
経
験
に
は
殆
ど
絶
無
と
言
っ
て
好
い
。
(
略
)
』
と
言
っ
て
話

し
出
し
た
。
(
二

冒
頭
の
第
一
章
は
枠
小
説
の
枠
を
成
し
て
い
る
。
「
な
に
が
し
と
い
ふ
男
」
は
、

「
あ
る
席
上
」

で
、
上
田
氏
の
言
う
「
記
録
者
」
を
含
め
た
聞
き
手
た
ち
に
、
自

分
の
経
験
談
を
披
露
す
る
の
で
る
。
「
興
味
の
多
い
批
評
」
や
、
「
な
に
が
し
と
い

う
男
が
、
急
に
席
を
進
め
」

る
と
い
う
「
席
上
」
現
場
の
情
報
が
こ
の
人
物
を
通

し
て
読
者
に
伝
わ
る
わ
け
で
あ
る
。
第
二
章
か
ら
、
終
章
の
第
十
二
章
ま
で
、

ま
り
小
説
の
ほ
と
ん
ど
の
内
容
は
、
「
な
に
が
し
と
い
ふ
男
」
に
よ
る
、
「
自
分
」

と
い
う
一
人
称
の
形
で
紡
が
れ
る
。
鏡
花
の
『
高
野
聖
』
(
明
治
三
十
三
年
)
、
独

歩
の
『
運
命
論
者
』
(
明
治
三
十
六
年
)
な
ど
、
同
時
期
に
「
語
り
手
」
が

き
手
」
に
語
る
と
い
う
形
式
を
取
る
小
説
は
多
い
が
、
そ
れ
ら
と
比
べ
る
と
、
『
重

右
衛
門
の
最
後
』
の
聞
き
手
で
あ
る
こ
の
人
物
は
、
透
明
に
近
い
存
在
で
あ
る
。

回
目
頭
で
の
み
姿
を
見
せ
、
結
末
の

「
諸
君
」
と
い
う
発
話
に
よ
っ
て
も
う
一
度

の
人
物
の
存
在
が
喚
起
さ
れ
る
も
の
の
、
作
中
で
殆
ど
現
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
永
井
聖
剛
氏
の
「
こ
れ
ま
で
の
「
空
想
」
や
「
感

傷
」
に
た
だ
漬
つ
で
さ
え
い
け
れ
ば
よ
か
っ
た
観
念
的
な
語
り
手
が
、
対
話
の
場

所
に
引
き
ず
り
出
さ
れ
、
そ
こ
で

「
身
体
」

と
「
聞
き
手
」
を
獲
得
し
た
」
と
い

う
指
摘
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

不
特
定
の
聞
き
手
よ
り
、
物
語

の
話
し
手
の
方
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

つ
ま
り
、
花
袋
は
、

続
い
て
、
こ
の
「
自
分
」
(
「
な
に
が
し
と
い
ふ
男
」

H

「
富
山
」
)
が
「
自
然

の
力
と
自
然
の
姿
」
を
「
明
か
に
見
た
」
こ
と
を
い
か
に
伝
達
し
た
の
か
見
て
い

予」'つ
J

。
出
来
事
を
既
に
経
験
し
た
後
の
立
場
で
、
経
験
し
て
い
る
当
時
の
こ
と
を
言
葉

で
再
現
す
る
語
り
手
は
、
記
憶
に
残
っ
た
情
報
を
選
択
し
て
、

で
き
る
だ
け
自
分

つ白

の
伝
達
に
有
利
な
情
報
を
伝
え
て
い
く
。
そ
う
い
う
角
度
か
ら
考
え
る
と
、
「
盟

山
村
」

で
の
経
験
談
と
一
見
関
係
が
薄
く
思
え
る
東
京
で
の
交
友
談
合
一
、
三
)

は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
二
点
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
根
本
行
輔
が

脱
走
し
て
来
た
時
、

か
れ
の
父
、
根
本
三
之
助
が

コ
一
十
七
八
の
頃
に
」
、
「
村
の

属
め
に
不
利
な
事
ば
か
り
企
ら
ん
で
な
ら
ぬ
故
い
っ
そ
箆
に
巻
い
て
千
曲
川
に
流

し
て
了
は
う
で
は
な
い
か
と
故
老
の
間
に
相
談
さ
れ
た
」
と
い
う
情
報
が
、
杉
本

'コ

に
よ
っ
て
初
め
て
語
ら
れ
る
。
こ
れ
は
そ
の
後
村
人
が
重
右
衛
門
に
リ
ン
チ
を
与

え
る
事
件
に
露
出
さ
れ
る

「
村
人
の
自
然
」
を
、
な
に
げ
な
く
読
者
に
提
示
す
る

伏
線
と
な
っ
て
い
る
。

間

二
点
目
は
、
「
盟
山
村
」

「
月
が
寒
く
美
し
く
照
り
渡
」

り
「
斑
尾
山
の
影

の

が
黒
く
な
っ
て
」

い
る
風
景
が
、
山
将
行
三
郎
の
言
葉
と
写
生
絵
で
伝
え
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
自
分
」

の
想
像
が
加
え
ら
れ
て
、
「
山
と
山
と



が
重
り
合
っ
て
、
其
慮
に
清
い
水
が
流
れ
て
、
朴
前
な
人
聞
が
鋤
を
荷
っ
て
夕
日

の
影
に
て
く
ノ
¥
家
路
を
さ
し
て
闘
っ
て
行
く
光
景
」
に
な
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
「
自
分
」
が

「
盟
山
村
」
を
訪
ね
る
目
的
は
、
こ
の

「
光
景
」
を
自
ら
確
認

す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
村
の

「
朴
前
な
人
間
」
た
ち
に
意
外
に
「
露
骨
に

あ
ら
わ
れ
た
自
然
」
を
発
見
し
た
こ
と
は
、

風
景
に
憧
れ
た
自
分
の

「
愚
か
さ
」

を
認
識
さ
せ
る
。
要
す
る
に
、
東
京
で
の
見
聞
は
、
以
降
の
展
開
の
伏
線
と
し
て

村
で
の
見
聞
を
リ
ア
ル
に
伝
え
る
た
め
の
準
備
を
整
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い

る。

「
盟
山
村
」

(四

1
十
一
一
)

は
、
不
審
火
の
謎
の
設
定
と
解
明

で
の
三
泊
四
日

を
通
し
て
、
こ
の
語
り
の
伝
達
の
目
的
で
あ
る
「
自
然
の
力
と
自
然
の
姿
」
に
近

づ
い
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
謎
の
中
心
で
あ
る
重
右
衛
門
へ
の
接
近
は
、
色
々
な

人
か
ら
伝
聞
を
受
け
る
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
村
に
入
る
前
に
、
「
背
負
簡
を
負
っ
た
中
老
漢
」
が
現
れ
て
、
友
人
の

今
の
生
活
を
教
え
た
後
、
盟
山
村
に
つ
い
て
、
「
今
も
そ
れ
で
大
騒
ぎ
を
し
て
居

る
だ
ア
」
と
読
者
に
謎
を
か
け
る
。
村
に
入
っ
て
か
ら
、
根
本
行
輔
の
細
君
、
根

そ
れ
か
ら
一
回
目
の
火
事
の
後
に
は
、
村
の
老
人
や
若
者
に
よ
っ
て
、

本
行
輔
、

「
放
蕩
者
」

で
あ
る
重
右
衛
門
が
、
二
十
五
歳
も
年
下
の

「
唄
の
代
り
を
勤
め
」

『重右衛門の最後j試論

る
「
娘
つ
子
」
を
使
っ
て
村
の
家
に
放
火
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
。
老

人
の
話
に
よ
っ
て
、
「
仕
方
が
無
え
か
ら
、
村
の
顔
役
が
集
っ
て
、
千
曲
川
へ
で

と
い
う
制
裁
法
が
再
び
顕
在
化
さ
れ
る
。

も
投
込
ん
で
了
ふ
が
好
い
だ
」

根
本
行
輔
か
ら
重
右
衛
門
の
来
歴
を
聞
く
第
八
章
は
、
火
事
の
謎
の
真
相
解
明

に
直
結
す
る
重
要
な
章
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
語
り
は
一
層
複
雑
さ
を
呈
し
て
い

る
。
「
御
存
じ
で
は
御
座
る
ま
い
が
」
と
か
、
「
私
な
ど
も
経
験
が
あ
る
が
」
な
ど

で
提
示
す
る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
根
本
行
輔
が
語
り
手
と
な
っ
て
お
り
、
枠
物

語
で
あ
る
こ
の
作
品
の
中
の
二
次
枠
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
(
額
縁
に
は
、

「
自
分

は
根
本
行
輔
の
口
か
ら
こ
の
物
語
を
聞
い
て
い
る
の
で
」
と
い
う
一
句
が
あ
た

る
。
)根
本
行
輔
の
語
り
は
、
最
初
頻
繁
に
「

1
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
や
「

1
と

い
ふ
」

の
よ
う
な
伝
聞
体
を
使
っ
て
い
る
が
、
次
第
に
、
伝
聞
体
が
少
な
く
な
っ

て
く
る
。
特
に
、
村
の

世
話
好
の
男
」
が
重
右
衛
門
に
「
嫁
を
周
旋
し
」

ょ
う

と
し
て
か
ら
、
女
房
の
姦
通
で
婚
姻
が
破
綻
に
な
る
ま
で
の
紹
介
は
、
伝
聞
体
が

完
全
に
消
え
て
い
る
。
次
の
引
用
で
示
す
よ
う
に
、
重
右
衛
門
の
内
面
を
〈
内
的

焦
点
化
〉

し
て
語
る
語
り
手
が
、
根
本
行
輔
一
人
だ
と
は
想
定
し
が
た
い
。

親
が
憎
い
、

己
を
不
具
に
生
み
付
け
た
親
が
憎
い
。

と
な
る
と
、
自
分
の

全
身
に
は
殆
ど
火
焔
を
帯
び
た
不
動
尊
も
音
な
ら
ざ
る
、
憎
悪
、
怨
恨
、
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嫉
妬
な
ど
の
徹
骨
の
苦
し
い
情
が
、
寸
時
も
ぢ
つ
と
し
て
居
ら
れ
ぬ
ほ
ど

に
謀
っ
て
来
る
、

口
惜
し
く
っ
て
ノ
¥
、
忌
々
し
く
っ
て
ノ
¥
、
出
来
る

も
の
な
ら
ば
、
こ
の
天
地
を
引
裂
い
て
、

れ
で
、
自
分
も
員
逆
様
に
そ
の
暗
い
深
い
穴
の
中
に
落
ち
て
行
っ
た
な
ら
、

こ
の
世
の
中
を
聞
に
し
て
、

そ

何
ん
な
に
心
地
が
快
い
だ
ら
う
と
い
ふ
や
う
な
浅
ま
し
い
心
が
起
る
。
(
八
)

こ
の
一
段
を
読
む
と
、
重
右
衛
門
の
心
理
描
写
が
一
人
称
で
な
さ
れ
て
い
る
か

の
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

人
物
の
表
情
、
動
作
が
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
る
の
で
、
神
の
視
点
を
と
る
絶
対

的
な
語
り
手
が
、
根
本
行
輔
の
語
り
に
重
な
っ
て
、
重
右
衛
門
の
「
放
蕩
」
の
解

明
に
力
を
入
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
川
上
美
那
子
氏
は
、
こ
の
見
聞

し
得
ぬ
は
ず
の
重
右
衛
門
の
状
態
が
描
か
れ
る
の
は
、
テ
ク
ス
ト
の
表
現
レ
ベ
ル
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で
の

「
飛
躍
」

と
捉
え
、
「
読
み
手
が
こ
の
部
分
に
焦
点
を
あ
て
て
読
ま
ざ
る
を

得
ぬ
よ
う
に
強
い
る
表
現
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

重
右
衛
門
の
祖
父
は
村
の

「
名
望
家
」

で
、
「
現
に
根
本
三
之
助
の
乱

ま
た
、

暴
を
働
い
た
頃
に
も
、

そ
の
村
の
相
談
役
で
、
千
曲
川
に
投
込
ん
で
了
へ
と
決
議

し
た
人
の
一
人
で
あ
っ
た
」
。
こ
の
挿
話
が
息
子
で
あ
る
根
本
行
輔
に
よ
っ
て
紹

子
が
親
の
不
祥
事
を
話
し
て
い
る
わ
け
で
、
や
や
常
識
か
ら
外

介
さ
れ
る
の
は
、

れ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
作
者
は
小
説
の
語
り
を
混
乱
さ
せ
る
危
険
に
晒
さ
れ
て

も
、
こ
の
情
報
を
重
ね
て
読
者
に
強
調
し
て
、
こ
の
後
す
ぐ
起
る
リ
ン
チ
事
件
を

引
き
寄
せ
て
く
る
の
で
あ
る
。

「
そ
の
性
質
」
に
よ
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
、
重
右
衛
門
は
「
先
天
的
不
備
」
と

放
火
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
謎
が
明
か
さ
れ
た
後
、
読
者
は
「
自
分
」

の
眼
を
通

し
て
、

よ
う
や
く
重
右
衛
門
の

「
悲
惨
な
歴
史
の
織
り
込
ま
れ
る
顔
」
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
。

そ
の
後
、
村
人
の
暗
黙
の
了
解
の
中
に
重
右
衛
門
が
殺
さ
れ
、

れ
へ
の
復
讐
と
し
て
、
「
娘
つ
子
」
が
全
村
に
火
を
つ
け
、
自
分
も
火
の
中
に
わ

が
身
を
投
じ
る
、
物
語
は
速
い
速
度
で

自
然
の
力
と
自
然
の
姿
」
に
近
づ
い
て

い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
語
り
手
「
自
分
」

の
感
情
は
、
重
右
衛
門
の
死
と
と
も
に
高
ま
っ
て

い
く
。
「
自
分
」
は
突
然
、
「
諸
君
は
御
存
じ
で
あ
ら
う
か
」
と
聞
き
手
を
意
識
し
、

「
諸
君
、
自
然
は
寛
に
自
然
に
踊
っ
た
!
」
と
高
ら
か
に
述
べ
る
結
末
部
ま
で
、

六
回
も
「
諸
君
」
と
い
う
読
者
へ
の
呼
び
か
け
語
を
使
っ
て
い
る
。
「
「
自
然
」

の
驚
異
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
官
頭
の
語
り
の
場
を
再
び
顕
在
化
さ
せ
」

杭
ぷ
語
り
手
「
自
分
」
の
内
部
の
変
化
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

よ
・
っ
と

そ
れ
で
は
な
ぜ

の
感
情
が
高
揚
す
る
の
か
、
「
自
分
」

の
内
部
に
ど

「
自
分
」

う
い
う
変
化
が
起
こ
っ
た
の
か
。
次
節
で
は
、
故
郷

i
東
京
↓
「
盟
山
村
」
と
、

越
境
し
て
い
く
語
り
手
「
自
分
」

の
内
部
世
界
を
見
て
み
よ
う
。

「
自
分
」

の
故
郷
脱
出

「
自
分
が
十
六
の
時
始
め
て
東
京
に
遊
撃
に
来
た
頃
の
事
だ
か
ら
、
も
う
鈴
程

古
い
話
だ
が
」

と
い
う
語
り
に
よ
っ
て
、
上
京
前
の
十
六
年
間
が
封
じ
込
め
ら
れ

る
よ
う
に
、
「
自
分
」

の
聞
き
手
た
ち
を
自
分
の
物
語
に
導
い
て
い

は
「
席
上
」

く
。
上
京
か
ら
三
年
後
、
陸
軍
学
校
志
願
の
「
自
分
」
は
、
「
速
成
」
と
い
う
名

「
成
城
学
校
」
に
入
ら
ず
、
二
年
後
に
潰
れ
る

に
惚
れ
て
、
「
唯
一
の
良
校
」

の

「
速
成
学
館
」
を
選
ん
だ
。
村
か
ら
夜
逃
げ
し
て
き
た
山
時
と
杉
山
、

そ
し
て
半

年
後
に
来
る
根
本
も
同
じ
理
由
で
、

つ
ま
り
「
立
身
出
世
」
を
願
っ
て

「
速
成
学

そ

館
竹」

内に
洋入
氏?学

にiす
よ可
る
と

立
身

「
出
世
」

は
江
戸
時
代
か
ら
、
「
自
己
の
分
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を
知
り
分
に
安
ん
ず
る
」
ベ
き
社
会
規
範
の
下
位
の
者
に
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
り
、

積
極
的
な
価
値
が
付
与
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
明
治

初
期
に
な
っ
て
、
『
学
問
の
す
』
め
』
や
『
西
国
立
志
編
』
な
ど
が
、
「
志
を
立
て

広
い
世
間
で
出
世
し
、
故
郷
に
錦
を
飾
る
人
間
へ
の
焚
き
つ
け
」
を
起
こ
し
た
。

「
立
身
出
世
」
に
は
、
明
治
時
代
の
、
富
貴
へ
の
欲
求
、
地
位
へ
の
上
昇
と
い
う

新
し
い
価
値
観
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
の
考
察
に
よ
る
と
、
昭
和
五
年

J、、

に
報
知
新
聞
社
か
ら
『
名
士
の
少
年
時
代
』
が
出
版
さ
れ
た
が
、
収
録
者
の
う
ち

七
割
以
上
が
明
治
元
年
か
ら
十
一
年
に
生
ま
れ
、

ほ
と
ん
ど
が
地
方
か
ら
の
遊
学

者
で
、
親
戚
や
先
生
な
ど
の
薦
め
に
よ
る
遊
学
も
あ
る
が
、

そ
の
多
く
は
父
母
の

反
対
を
押
し
切
り
、
無
断
出
奔
も
多
い
と
い
う
。



当
時
の
出
世
を
願
う
青
年
層
の
中
の
一
員
と
し
て
、
「
自
分
」

lま

「
男
児
の
本

分
が
立
ぬ
で
は
な
い
か
」
と
い
う
兄
の
励
ま
し
に
煽
ら
れ
て
上
京
し
、
友
た
ち
は

「
青
雲
の
志
に
湛
え
か
ね
て
」
無
断
出
奔
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

忘
れ
も
せ
ぬ
、
自
分
の
其
撃
校
に
行
っ
て
、
頬
に
癒
の
あ
る
数
撃
の
教
師

に
代
数
の
初
歩
を
撃
び
始
め
て
、

ま
だ
幾
日
も
経
ぬ
頃
に
、
新
に
入
撃
し

て
き
た
二
人
の
皐
生
が
あ
っ
た
。

一
人
は
髪
毛
の
長
い
、
色
の
白
い
薄
痘

痕
の
あ
る
、
脊
の
高
い
男
で
風
采
は
何
慮
と
な
く
回
会
臭
い
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
其
の
柔
和
な
眼
色
の
中
に
は
何
慮
と
な
く
人
を
引
付
け
る
不
思
議

の
力
が
飽
っ
て
居
て
、
一
見
し
て
、
僕
は
少
な
か
ら
ず
気
に
入
っ
た
。
(
二
)

「
回
舎
臭
い
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
自
分
」
が
気
に
入
っ
た
の
は
、
「
自
分
」

も
上
京
か
ら
わ
ず
か
三
年
で
、

つ
ま
り
三
年
前
の
自
分
の
影
が
映
っ
て
い
る
か
ら

で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
回
舎
の
二
人
」

「
太
甚
し
い
田
舎
詑
」
を
聞
い
て
、
「
他

の

の
摩
生
等
は
い
づ
れ
も
腹
を
抱
へ
て
笑
は
ぬ
も
の
は
無
い
」

の
に
対
し
て
、
「
自

分
」
は
ふ
と
話
し
か
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
「
十
年
も
交
っ
た
親
友
の
や
う
に

親
し
く
な
っ
て
」

い
っ
た
。
ま
た
、
山
牒
に
、
故
郷
の
雪
景
色
を
素
材
と
す
る
渓

詩
や
、
故
郷
の
写
生
図
を
見
せ
ら
れ
る
時
、
「
自
分
の
故
郷
は
長
野
か
ら
五
里
、

『重右衛門の最後j試論

山
文
山
の
奥
で
其
の
景
色
の
美
し
さ
は
、
と
て
も
都
舎
の
人
の
想
像
な
ど
で
は
解

り
こ
は
無
え
だ
ア
」

と
言
わ
れ
で
も
、
「
自
分
の
若
い
空
想
に
富
ん
だ
心
は
何
ん

な
に
そ
の
二
人
の
故
郷
の
雪
景
色
な
る
も
の
を
想
像
し
た
で
あ
ら
う
か
」

の
よ
・
フ

に
、
「
空
想
を
逗
う
し
て
」
、
友
人
の
故
郷
の
景
色
を
想
像
す
る
。
想
像
の
媒
介
は

「
西
洋
の
讃
本
の
中
の
仙
女
の
故
郷
」
だ
と
「
自
分
」
は
言
う
が
、
自
分
の
故
郷

の
景
色
も
そ
の
下
敷
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め
て
言
う
と
、
こ
の
時
期
の

「
自
分
」

と

「
回
全
ロ
の

は
、
「
都
会
の
人
」

二
人
」
と
い
う
両
侮
に
挟
ま
れ
る
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
地
方
か
ら
の
上
京
者
の
一
人
と
し
て
、
「
自
分
」

は
友
た
ち
の
村
に

起
る

「
脱
走
」

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
「
自
分
」
も
含
め
て
、
三
人
の
友
人
は

「
青
雲
の
志
」

の
た
め
に
、
脱
走
し
て
東
京
に
出
た
。
湯
屋
の
主
人
と
、
友
人
の

話
に
出
る
根
本
三
之
助
は
、
「
貧
饗
の
境
に
沈
諭
し
て
何
う
に
も
彼
う
に
も
な
ら

ぬ
」
の
で
、
東
京
で
奮
発
し
て
成
功
を
お
さ
め
る
。
前
者
は
二
十
年
で
、
「
二
、

三
千
円
」
を
儲
け
、
東
京
で
事
業
を
遣
り
続
け
、
よ
く
「
山
の
中
か
ら
来
た
失
意

の
人
間
」
を
助
け
、
後
者
は
「
五
千
と
い
う
お
金
を
捜
ん
で
闘
っ
て
来
て
」
、
「
問

地
を
買
ふ
、
養
茸
を
昂
る
、
金
貸
を
始
め
」
て
、
瞬
く
聞
に
一
万
の
富
豪
!
」
に

な
る
。
年
配
の
村
人
の
冒
険
談
は
、
「
自
分
」
の
立
身
出
世
の
願
望
を
一
層
強
く

し
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

-5-

語
り
手
の
傍
観
的
ま
な
ざ
し

友
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
で
立
身
出
世
の
夢
が
叶
え
ら
れ
ず
に
、
帰
郷
し
た
。

「
自
分
」

は
体
格
が
原
因
で
陸
軍
幼
年
学
校
入
学
未
遂
と
い
う
挫
折
を
し
た
も
の

の
、
東
京
に
居
続
け
る
。
そ
し
て
、
「
五
年
は
夢
の
如
く
過
ぎ
去
っ
た
」
。

五
年
間

の

〈
物
語
内
容
〉
が
一
句
の

〈
物
語
言
説
〉
に
圧
縮
さ
れ
る
の
で
、
東
京
で
の
生

活
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
夢
」

の
よ
う
な
は
か
な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
東
京
か
ら
「
盟
山
村
」

へ
の
移
動
は
、
村
の

「
光
景
」
を
自

ら
確
認
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
友
人
と
別
れ
て

「
五
年
目
」

の

あ
る
日
に
、
こ
の

「
光
景
」

つ
ま
り
、
美
し
い
風
景
を
消
費
す
る
必
要
が
生
じ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
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前
回
愛
氏
は
「
他
人
だ
け
の
世
界
(
世
間
)
に
身
を
置
く
時
、
逆
に
自
己
の
内

面
に
閉
じ
こ
も
り
、

そ
れ
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
専
念
す
る
内
閉
的
生
き
方
を
選

択
し
た
か
れ
ら
(
立
身
出
世
を
目
指
す
青
年
た
ち

論
者
注
)
に
と
っ
て
、
故
郷

は
そ
の
孤
立
感
を
緩
和
す
る
回
想
的
社
会
の
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
故
郷
の

自
然
は
都
会
の
苛
烈
な
生
存
競
争
が
強
い
る
絶
え
間
な
い
内
的
緊
張
に
休
息
と
慰

と
故
郷
の
意
味
を
指
摘
し
て
い
る
。

立
身
出
世
の
夢
を
追
い
続

け
る
「
自
分
」

は
な
ん
ら
か
の
危
機
に
陥
り
、
そ
れ
を
克
服
し
、

つ
ま
り
自
己
回

復
の
た
め
に
、

五
年
前
友
人
が
教
え
て
く
れ
た
風
景
を
再
び
再
現
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
よ
り
二
年
前
出
た

小
説
『
ふ
る
郷
』
(
明
治
三
十
二
年
)

で
も
、
「
月
の
夜
雨
の
夕
、

か
な
し
き
時
に

も
佑
し
き
時
に
も
、
思
は
常
に
汝
の
柔
き
懐
に
馳
せ
、
汝
の
暖
か
な
る
胸
に
飛
び

て
、
限
り
な
き
慰
籍
を
こ
の
小
さ
く
悲
し
き
胸
に
感
じ
た
り
き
」
と
、
故
郷
を
失

意
の
時
の
自
己
回
復
の
場
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の

休
息
と
慰
籍
」
を
求
め
る
た
め
に
、
自
分
の
故
郷
で
は
な
く
他
人
の
故

郷
を
訪
ね
る
「
自
分
」

は
、
故
郷
喪
失
者
と
言
っ
て
も
い
い
。
「
十
年
都
会
の
塵

に
ま
み
れ
て
」

は
、
村
人
に
「
東
京
の
御
客
様
」
と
呼
ば
れ
、
す

い
た
「
自
分
」

で
に
「
都
会
の
人
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

柄
谷
行
人
氏
が
風
景
の
発
見
は
風
景
か
ら
疎
外
さ
れ
て
成
立
す
る
と
言
っ
て

は
外
部
か
ら
の
来
訪
者
で
あ
り
、
そ
の
傍
観

い
る
よ
う
に
、
語
り
手
の
「
自
分
」

的
ま
な
ざ
し
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
「
風
景
」
が
作
り
出
さ
れ
て
い
く
。

顧
る
と
、
夕
日
は
既
に
低
く
な
っ
て
、
後
の
山
の
陰
は
遠
く
そ
の
鋸
守
の

森
に
及
ん
で
居
る
。
空
は
い
よ
い
よ
深
碧
の
色
を
加
へ
て
、
野
中
の
大
杉
の

影
は
く
っ
き
り
と
線
を
引
い
た
や
う
に
、

そ
の
午
後
の
晴
や
か
な
空
に
釜
え

て
居
る
。
山
鯨
の
家
は
何
で
も
そ
の
大
杉
の
陰
と
聞
い
て
居
た
の
で
、
自
分

は
眼
を
放
っ
て
ぢ
っ
と
其
方
を
打
見
ゃ
っ
た
。

静
か
な
村
!
(
四
)

そ
し
て
、
友
人
の
妻
に
紹
介
さ
れ
る
と
、
「
友
の
姿
の
小
さ
く
若
々
し
い
の
に

い
か
に
こ
の
妻
の
丈
高
く
、
慢
格
の
大
き
い
か
と
い
ふ
事
に
思
ひ
及
ん

比
べ
て
、

だ
」
の
は
「
東
京
で
徐
り
『
老
い
た
る
夫
と
若
い
妻
』
と
の
一
行
を
見
馴
れ
た
故
」

だ
と
思
い
、
友
人
の
家
の
奥
の
一
室
に
案
内
さ
れ
る
と
、
「
都
と
違
っ
て
、
造
作

は
確
平
と
し
て
居
る
し
、
天
井
は
高
く
造
ら
れ
で
あ
る
か
ら
風
の
流
通
も
お
の
づ

か
ら
好
」

万
事
、
東
京
を
基
準
に
、
村
の
様
子
を
観

い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
、

察
し
て
い
る
。

高
橋
敏
お
鮮
は
、
友
の
家
か
ら
「
地
位
が
高
い
の
で
、
村
の
全
景
が
す
っ
か
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り
手
に
取
る
や
う
に
見
え
」

る
と
い
う
箇
所
を
挙
げ
て
、
「
日
清
戦
争
時
か
ら
鮮

明
と
な
る
大
衆
の
帝
国
主
義
的
欲
望

に
よ
っ
て
、
「
都
市
で
創
出
さ
れ
た
「。
ノ、

ノ
ラ
マ
」
的
ま
な
ざ
し
を
、
都
市
か
ら
田
園
に
、
さ
ら
に
は
山
へ
と
む
け
た
こ
と

に
な
る
」
と
、
語
り
手
の

「
東
京
的
視
線
」
を
解
釈
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
傍
観
的
視
線
を
持
っ
た

門
を
見
る
の
だ
ろ
う
か
。

は
、
ど
の
よ
う
に
重
右
衛

「
自
分
」

最
初
に
明
筒
を
見
る
時
、
「
自
分
」

は
「
何
だ
か
不
思
議
な
や
う
な
気
が
矯
て

仕
方
が
無
か
っ
た
」
。
そ
の
後
す
ぐ
、
友
人
の
妻
か
ら
放
火
の
話
を
聞
い
て
、
「
こ

の
平
和
な
村
に
柳
筒
!
こ
の
美
し
い
村
に
放
火
!
(
略
)
こ
れ
は
必
ず
何
か
不
自

然
な
事
が
あ
っ
た
に
相
違
い
な
い
と
自
分
は
思
っ
た
」
。
そ
の
夜
、
友
人
か
ら
始

め
て
放
火
の
扇
動
者
「
藤
田
重
右
衛
門
」
と
実
行
者
の

「
娘
つ
子
」

の
こ
と
を
間

い
て
、
語
り
手
は
「
山
中
の
平
和
と
い
ふ
事
と
、
人
生
の
巴
渦
と
い
ふ
事
を
取
留



も
な
く
考
へ
て
居
た
」
。

そ
の
後
、
語
り
手
は
一
回
目
の
火
事
現
場
に
臨
ん
で
、

次
の
よ
う
に
書
く
。

自
分
は
駈
出
す
事
は
駈
出
し
た
が
、
今
日
来
た
ば
か
り
で
道
の
案
内
も
よ

く
知
ら
ぬ
身
の
、
鈴
り
飛
出
し
過
て
思
ひ
も
懸
け
ぬ
災
難
に
逢
つ
て
は
な
ら

ぬ
と
思
っ
た
か
ら
、
共
佳
少
し
離
れ
た
、

小
高
い
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
て
、

無
念
な
が
ら
、

手
を
束
ね
て
、
友
の
家
の
焼
け
る
の
を
ぢ
っ
と
見
て
居
た
。

眼
前
に
庚
げ
ら
れ
た
一
場
の
光
景
!
(
略
)
(
七
)

村
人
た
ち
が
懸
命
に
消
火
活
動
す
る
の
に
対
し
て
、
「
自
分
」

は
手
助
け
す
る

ど
こ
ろ
か
、
友
人
の
家
族
の
安
否
、
家
産
の
焼
失
な
ど
に
全
然
無
関
心
で
、
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「
手
を
束
ね
て
」
、
「
小
高
い
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
て
」
、
火
事
の
勢
い
を
見
て
い

る
。
「
火
は
既
に
そ
の
屋
根
に
及
ん
で
ゐ
る
け
れ
ど
、
ま
だ
す
っ
か
り
燃
え
だ
し

た
と
い
ふ
程
で
は
無
く
」
、
「
暫
時
す
る
と
、
煉
っ
て
居
た
火
は
恐
ろ
し
く
凄
じ
い

勢
で
、
ぱ
っ
と
屋
根
の
上
に
燃
え
上
る
」
、
「
火
は
既
に
全
屋
に
及
ん
で
」
と
冷
静

に
観
察
し
、
「
屋
根
の
焼
落
つ
る
度
に
、
美
し
く
火
花
を
散
し
た
火
の
子
が
高
く

上
っ
て
、
や
』
風
を
得
た
火
勢
は
、
今
度
は
今
迄
と
違
っ
て
土
蔵
の
方
へ
と
片
膝

き
が
し
て
来
た
」
と
火
事
の
凄
ま
じ
さ
を
楽
し
ん
で
い
る
気
配
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。

『重右衛門の最後j試論

火
事
が
終
わ
っ
て
も
、
「
と
て
も
安
閑
と
し
て
生
活
し
て
居
れ
ぬ
と
い
ふ
そ
は

そ
は
し
た
不
安
の
情
が
村
一
盟
に
満
ち
渡
っ
て
」

い
た
。
「
寄
っ
て
、
集
っ
て
、

い
ろ
ノ
¥
姦
し
く
談
り
合
っ
て
居
る
」
村
人
た
ち
に
は
全
く
無
縁
に
、
「
自
分
」

は
「
火
事
の
後
の
空
は
い
よ
/
¥
澄
ん
で
、
山
中
の
月
の
光
の
美
し
さ
は
、
こ
の

世
の
も
の
と
は
思
わ
れ
ぬ
ば
か
り
で
あ
る
」

と
、
風
景
に
目
を
向
け
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
は
、
人
事
よ
り
も
風
景
を
見
よ
う
と
す
る
語
り
手
の
心
境
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。

そ
し
て
美
し
い
月
光
に
誘
わ
れ
て
、
散
歩
に
出
か
け
た

土、

「
自
分
」

村
人
の
重
右
衛
門
へ
の
苦
情
を
聞
い
て
、
「
崖
に
免
っ
て
、
今
夜
の
出
来
事
を
考

へ
た
」
。

(
略
)
単
に
愛
情
の
過
度
と
い
ふ
の
み
で
、
そ
れ
で
人
聞
が
己
の
故
郷
の
家

屋
を
焼
く
と
い
ふ
程
の
烈
し
い
暗
黒
の
境
に
陥
る
で
あ
ら
う
か
。
殊
に
、
こ

の
村
に
は
一
種
の
官
険
の
思
想
が
満
ち
渡
っ
て
居
て
、
も
し
翠
に
故
郷
に
容

れ
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
ば
か
り
な
ら
ば
、
根
本
の
父
の
や
う
に
、

又
は
盟
町
の
湯

屋
の
主
の
や
う
に
、
憤
を
渡
し
て
他
郷
に
出
て
、

そ
れ
で
名
審
を
恢
復
し
た

例
は
幾
許
も
あ
る
。

そ
れ
を
敢
え
て
属
よ
う
と
も
為
ず
、

カミ

で
あ
る
の
に
、

う
し
て
故
郷
の
人
に
反
抗
し
て
居
る
と
い
ふ
の
は
、
其
慮
に
何
か
理
由
が
無

く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
理
由
は
先
天
的
性
質
か
、

そ
れ
と
も
又
境
遇
か
ら
起
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「
自
分
」

は
、
村
「
脱
出
」
か
こ
つ
の

「
装
置
」
と
見
て
、
「
故
郷
に
容
れ
ら

れ
ぬ
」
危
機
を
解
消
す
る
た
め
に
、
「
憤
を
接
し
て
他
郷
(
東
京
)

に
出
」

る
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
名
春
を
恢
復
」

で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。
根
本
三
之
助
は
、

の
方
法
で
「
建
に
巻
い
て
千
曲
川
に
流
」
さ
れ
る
運
命
を
逃
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

二
万
の
富
豪
」
に
変
身
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
右
衛
門
が
こ
の
方
法
を

拒
絶
す
る
の
に
は
何
か
理
由
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
「
自
分
」
は
考
え
る
。
北
原
氏

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
生
活
者
と
し
て
の
村
人
の
認
識
と
、
「
先
天
的
性
質
」

や
「
境
遇
」
に
因
果
づ
け
る
知
的
認
識
者
と
し
て
の
「
自
分
」
と
の
、
懸
隔
が
見

ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

生
活
環
境
や
身
体
障
害
、
結
婚
破
綻
な
ど
の
原
因
で
、
重
右
衛
門
が
放
火
ま
で
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踏
み
切
っ
た
罪
悪
史
を
友
人
か
ら
聞
い
て
、
「
自
分
」

は
「
重
右
衛
門
だ
と
て
、

人
間
だ
か
ら
、
今
の
如
な
乱
暴
を
働
い
て
も
、
元
は
そ
の
位
の
や
さ
し
い
庭
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
そ
の
盟
の
先
天
的
不
備
が
そ
の
根
本
の
悪
の
幾
分

を
形
造
っ
た
と
共
に
、

そ
の
性
質
も
亦
そ
の
罪
悪
の
上
に
大
な
る
影
響
を
興
へ
た

(
二
回
目
)

の
火
事
も
「
傍
観
し
て
」
見
て
お

に
相
違
な
い
」
と
思
う
。
次
の
日

り
、
火
事
後
の
景
色
も
「
昨
夜
と
均
し
く
、

月
は
水
の
知
く
、
大
空
に
漂
っ
て
、

山
の
影
は
く
っ
き
り
と
黒
く
、

五
六
歩
前
の
叢
に
は
ま
だ
議
の
鳴
く
音
が
我
は
顔

に
聞
こ
え
て
居
る
」

と
、
「
美
し
さ
」
と
「
静
か
さ
」
を
感
じ
取
っ
て
い
る
。

四

傍
観
的
ま
な
ざ
し
か
ら
、

共
感
的
ま
な
ざ
し
へ
の
転
換

一
一
日
目
の
夜
の
火
事
が
治
ま
り
、

そ
の
家
の
母
屋
で
村
の

「
手
伝
酒
」

の
振
る

舞
い
が
始
ま
っ
た
。
重
右
衛
門
に
不
利
な
出
来
事
が
発
生
す
る
予
感
を
し
て
い
る

「
自
分
」

の
目
に
は
、
「
何
と
も
形
容
す
る
事
が
で
き
ぬ
ば
か
り
の
殺
風
景
で
、

何
だ
か
鬼
共
の
集
り
合
っ
た
席
で
は
無
い
か
と
疑
は
れ
る
も
の
で
」
、
「
連
夜
の
騒

動
に
、
夜
は
大
分
眠
ら
ぬ
疲
労
と
、
烈
し
く
激
昂
し
た
一
種
の
殺
気
と
が
加
は
つ

て
、
ど
の
顔
を
見
て
も
、

不
穏
な
落
著
か
ぬ
凄
い
色
を
帯
び
て
居
ら
ぬ
も
の
は
一

人
も
無
か
っ
た
」
と
映
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
重
右
衛
門
が
現
れ
、
村
人
と
口
争
う

の
を
聞
い
て
、
「
自
分
」

は
並
な
ら
ぬ
関
心
の
あ
ま
り
、
「
友
の
留
め
る
の
を
振
り

解
い
て
、
急
い
で
次
の
間
の
、
少
し
戸
の
明
い
て
居
る
庭
へ
行
っ
て
、
そ
ツ
と
覗
」

き
、
そ
こ
で
、
噂
の
張
本
人
の
顔
を
初
め
て
見
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
限
を
眠
ら
し
た
赤
い
顔
に
は
、
ま
こ
と
に
凄
じ
い
罪
悪
と
自
暴
自
棄

と
の
影
が
宿
っ
て
、
其
の
半
生
の
悲
惨
な
る
歴
史
の
跡
が
一
々
そ
の
陰
険
な

鈷
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
居
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
(
略
)
自
分
は
こ
の
重

右
衛
門
の
顔
ほ
ど
悲
惨
極
ま
る
顔
を
見
た
事
は
無
い
と
す
ぐ
思
っ
た
。
(
十
)

こ
の
箇
所
で
は
、
す
で
に
「
自
分
」
の
重
右
衛
門
へ
の
同
情
の
念
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
重
右
衛
門
が
リ
ン
チ
を
受
け
て
、
溺
水
し
死
亡
し
た

の
を
知
っ
た
後
、
「
何
故
揚
げ
て
遣
ら
な
か
っ
た
!
」
と
「
激
し
て
」
、
村
人
を
責

め
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
重
右
衛
門
の
死
亡
の
場
面
に
置
か
れ
る
「
自
分
」

の
目
に
映
っ
て
い

る
自
然
も
依
然
と
し
て

「
美
し
さ
」
と
「
静
か
さ
」
を
保
っ
て
い
る
。

月
は
明
か
に
其
田
池
を
照
し
て
、
溺
れ
た
人
の
髪
の
散
乱
せ
る
あ
た
り
に
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は
、
微
か
な
漣
が
、
き
ら
ノ
¥
と
美
し
く
其
光
に
燦
め
い
て
居
る
。

聞
と

離
れ
ぬ
後
の
草
叢
に
は
、
鈴
虫
拙
や
ら
、
松
識
や
ら
が
こ
の
良
夜
に
、
言
ひ
知

ら
ず
柴
し
げ
な
る
好
音
を
奏
で
』
居
る
。
人
の
世
に
は
こ
ん
な
悲
惨
な
事
が

あ
る
と
は
、
夢
に
も
知
ら
ぬ
ら
し
い
山
の
黒
い
影
!
(
十
)

「
月
」
、
「
漣
」
、
虫
の
「
音
」
が
、
重
右
衛
門
の
死
骸
の
背
景
と
し
て
、
「
人
の

世
」
の
惨
た
ら
し
さ
が
ニ
層
引
き
立
て
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
。
第
て
二
回

の
火
事
後
と
相
変
わ
ら
ず
、
人
事
と
自
然
を
対
立
し
て
と
ら
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
事
よ
り
自
然
と
い
う
図
式
で
は
な
く
、
自
然
よ
り
人
事
に
変
わ
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
い
ろ
い
ろ
な
伝
聞
、
特
に
重
右
衛
門
の
来
歴
に
関
す
る

根
本
行
輔
の
長
い
話
に
よ
っ
て
、
重
右
衛
門
像
が
次
第
に
「
自
分
」

の
脳
裡
に
明

噺
に
な
る
に
従
っ
て
、
「
自
分
」

人
事
の

の
関
心
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、



ほ
う
に
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

重
右
衛
門
が
リ
ン
チ
を
受
け
て
死
亡
す
る
場
所
が
根
本
家
の

さ
れ
る
の
も
並
な
ら
ぬ
意
味
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
「
重
右
衛
門
が
殆
ど
池
の
鹿

「
回
池
」
に
仮
情

さ
一
杯
に
、
髪
を
飢
だ
し
、
顔
を
打
伏
し
て
、
丸
で
犬
で
も
死
ん
だ
や
う
に
な
っ

て
溺
れ
て
居
る
」
傍
に
、
「
根
本
家
と
記
し
た
高
張
堤
燈
が
、
月
が
冴
々
し
く
満

の
は
、
確
か
に
渡
辺
正
院
が
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
重

面
に
照
り
渡
っ
て
る
」

右
衛
門
と
根
本
三
之
助
を
対
比
さ
せ
る
効
果
が
狙
わ
れ
て
い
る
。
氏
の
指
摘
の
通

り
、
山
田
老
人
が
自
分
の
経
験
を
手
本
に
し
て
、
根
本
三
之
助
に
ご
つ
奮
授
し

て
、
江
戸
へ
行
っ
て
皆
の
衆
を
見
返
っ
て
遣
ら
う
と
い
ふ
気
は
無
い
か
」
と
激
励

し
た
挿
話
と
、
上
尾
貞
七
と
い
う
「
上
盟
山
の
第
一
の
富
豪
」
が
、
自
分
の
夜
逃

げ
の
経
験
談
か
ら
、
「
一
奮
殺
す
る
気
は
無
い
か
」
と
道
を
指
示
し
た
も
の
の
、
「
私

は
駄
目
で
ご
す
」
と
、
重
右
衛
門
が

「
睦
格
」
を
理
由
に
し
て
断
っ
た
挿
話
と
は

明
ら
か
に
対
応
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
重
右
衛
門
の
死
に
、
「
何
故
か
形
容
せ
ら
れ
ぬ
悲
し
い
同
情
の
謀
が

鎧
に
立
つ
矢
の
揖
毛
の
知
く
旗
々
と
烈
し
く
強
く
集
っ
て
来
た
」
と
、
強
い
同
情

感
に
溢
れ
る
「
自
分
」

の
心
境
は
す
ぐ
そ
の
後
の
独
語
と
繋
が
っ
て
い
る
。

重
右
衛
門
は
、
「
性
能
の
命
令
通
り
に
」
振
舞
っ
た
あ
げ
く
、
「
歴
史
習
慣
を
太

甚
し
く
重
ん
ず
る
山
中
の
村
」
に
相
容
れ
な
い
た
め
、
リ
ン
チ
を
加
え
ら
れ
た
。

『重右衛門の最後j試論

「
こ
の
故
郷
を
離
る
』
事
が
で
き
ぬ
運
命
を
有
し
て
居
た
」
こ
と
を
感
嘆
す
る
語

り
手
は
、
故
郷
を
出
て
成
功
し
た
根
本
三
之
助
と
は
対
照
的
に
、
「
先
天
的
不
具
」

の
た
め
「
憤
を
授
し
て
他
郷
に
出
」

る
こ
と
せ
ず
村
に
死
ん
だ
重
右
衛
門
の
運
命

に
、
悲
し
み
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
重
右
衛
門
へ
の
同
情
の
背
後
に
「
自
分
」
が
抱
い
た
思

い
で
あ
る
。

自I=iJ 
叩 (

ζ|略
-"-1 、‘"

きI~
ぞ|さ
の|爪
恩|京
d山

プ】ミ 1'-

主|居

が|て
/~I 

前|山
面|中
4与|の

め|村
目立II の
裏|平
に|和

賠|を
は|思
れ|ひ
E 、
てl
*1山
て|中
、の

山境
はの

依
然
と
し
て
太
古
水
は
依
然
と
し
て
不
朽
、

そ
れ
に
針
し
て
、
人
聞
は
僅
か

六
千
年
の
短
き
聞
に
い
か
に
そ
の
自
然
の
面
影
を
失
ひ
っ
〉
あ
る
か
を
つ
く

六
¥
喫
ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
』
(
十
こ

こ
の
引
用
部
は
、
北
原
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
自
分
」
が

「
浅
薄
な
知
」

と
「
薄
弱
な
意
」
で
「
自
然
」
を
改
良
進
化
さ
せ
て
き
た
近
代
人
で
あ
る
こ
と
と
、

そ
の
愚
か
さ
を
自
覚
し
た
箇
所
で
あ
る
。
「
自
分
」
は
、
「
十
六
の
時
」
地
方
か
ら

上
京
し
、
陸
軍
学
校
の
入
学
に
失
敗
し
て
も
、
首
都
の
東
京
で
苦
闘
し
つ
*
つ
け
る
。

多
少
の
危
機
に
面
し
て
も
、
自
分
と
同
じ
く
上
京
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
途
中

-9-

で
帰
郷
す
る
友
人
に
対
し
て
優
越
感
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
他

人
だ
け
の
世
界
(
世
間
)
に
身
を
置
く
時
、
逆
に
自
己
の
内
面
に
閉
じ
こ
も
り
、

そ
れ
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
専
念
す
る
内
閉
的
生
き
方
」
(
前
回
愛
氏
)
を
し
た

「
自
分
」

は
、
重
右
衛
門
事
件
に
遭
遇
し
、
そ
こ
に
東
京
で
見
ら
れ
な
い

「
放
恋

な
る
自
然
」
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

『
敗
績
し
て
死
ぬ
!
こ
れ
は
自
然
見
の
悲
し
い
運
命
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

け
れ
ど
こ
の
敗
績
は
恰
も
武
士
の
戦
場
に
死
す
る
が
如
く
、
無
限
の
生
命

を
有
し
て
は
居
る
ま
い
か
、
無
限
の
悲
壮
を
頴
は
し
て
は
居
る
ま
い
か
、

こ
の
人
生
に
無
限
の
反
省
を
請
求
し
て
は
居
る
ま
い
か
』
(
十
二
)

十
川
信
介
氏
の
考
察
が
示
す
よ
う
に
、
郷
里
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
自
己
の

自



『重右衛門の最後j試論

然
」
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
重
右
衛
門
に
、
東
京
で
志
を

得
ず
、
村
の
自
然
に
憧
れ
ざ
る
を
え
な
い

「
自
分
」

の
こ
と
を
投
影
し
て
、
共
通

の
哀
し
み
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
自
然
の
力
と
自
然
の
姿
」

へ
の
驚
異
は
、
「
自
分
」

の
優
越
感
を
撃
ち
潰
し
、
十
年
来
の
東
京
で
の
立
身
出

世
生
活
へ
の
反
省
を
促
し
て
い
る
。
そ
こ
に
重
右
衛
門
発
見
の
意
味
が
あ
る
。

そ
の
後
、
「
戸
外
の
雨
は
い
よ
/
¥
佑
し
く
、
雲
霧
は
愁
の
影
の
如
く
さ
び
し

く
こ
の
天
地
に
充
ち
渡
っ
た
」
の
よ
う
に
、
風
景
ま
で
も
哀
愁
を
幣
び
る
よ
う
に
、

「
自
分
」

の
前
に
現
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
な
る
三

回
目
の
火
事
現
場
が
、
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
。

自
分
は
低
い
山
に
登
っ
て
、
種
々
な
る
思
想
に
撲
た
れ
な
が
ら
一
人
そ
の

悲
惨
な
る
光
景
を
眺
め
て
居
た
。

賀
際
自
分
は
さ
ま
六
¥
の
経
験
を
局
た
け
れ
ど
、
こ
の
夜
の
風
景
ほ
ど
悲

世
に
、
こ
の
夜
の
光
景
ほ
ど
荘
厳
に
自
分
の
心
を
動
か
し
た
こ
と
は
一
度
も

無
か
っ
た
。
火
の
風
に
伴
れ
て
家
か
ら
家
に
移
っ
て
行
く
勢
、
人
の
そ
れ
を

防
ぎ
難
ね
て
折
々
設
す
る
絶
望
の
叫
喚
、
自
分
あ
の
剃
那
こ
そ
確
か
に
自
然

の
姿
に
接
し
た
と
思
っ
た
。
(
十
二
)

重
右
衛
門
が
本
能
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
、
村
人
に
私
刑
さ
れ
る
。
ま
た

そ
れ
が
原
因
で
、
彼
に
追
随
し
て
い
る
少
女
が

「
性
能
の
命
令
通
り
に
」
(
復
讐

の
た
め
)
火
を
起
こ
し
、
全
村
を
破
減
し
よ
う
と
す
る
。
「
自
分
」
が
前
の
二
回

と
同
じ
よ
う
に
火
事
の
現
場
を
「
眺
め
て
居
た
」
が
、
そ
の
現
場
が

「
悲
惨
な
る

光
景
」
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
東
京
に
は
見
ら
れ
な
い
、
法
律
と
規
則
と
無
縁

な
「
放
恋
な
る
自
然
」
が
、
「
自
分
」
に
「
種
々
な
る
思
想
」
を
さ
せ
、
す
っ
か

り
傍
観
す
る
余
裕
を
失
っ
た
「
自
分
」

は
、
「
翌
日
高
感
を
抱
い
て
こ
の
修
繕
の

巷
を
去
っ
た
」

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

あ
れ
は
全
く
那
通
り
の
事
が
あ
っ
た
の
で
、
現
に
私
は
其
を
見
ま
し
た
。

そ
し
て
見
た
通
り
を
正
直
に
大
胆
に
書
い
た
の
で
す
。
あ
の
作
に
表
れ
て
居

る
三
人
の
友
人
も
、
私
が
遊
び
に
い
っ
た
の
も
、
火
事
も
、
主
右
衛
門
も
、

其
最
後
も
ソ
ツ
ク
リ
其
億
で
、
私
の
作
っ
た
所
は
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
若

し
有
っ
た
ら
其
は
終
の
方
に
あ
る
自
然
見
に
付
い
て
の
議
論
、
あ
の
議
論
位

の
も
の
で
す
。
あ
れ
も
却
っ
て
無
い
方
が
好
か
っ
た
の
で
、
あ
れ
が
あ
る
属

に
那
の
作
品
が
却
っ
て
小
さ
く
な
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

nu 
唱

'A

(
「
事
実
の
人
生
」
明
治
三
十
九
年
十
月
『
新
潮
』
)

こ
れ
は
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
が
発
表
さ
れ
て
四
年
後
の
回
想
で
あ
る
。
花
袋

は
、
「
自
然
見
に
付
い
て
の
議
諮
問
」
が
小
説
を
小
さ
く
し
た
と
反
省
し
て
い
る
。

ま
た
、
後
年
、
明
治
四
十
二
年
に
出
さ
れ
た
『
小
説
作
法
』
の
中
で
も
、

「
現
象

的
に
見
て
、
其
巴
渦
の
中
に
入
ら
ず
に
居
る
」
と
、
「
傍
観
的
態
度
」

の
重
要
性

を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の

傍
観
的
態
度
」

は
語
り
手
「
自
分
」
が
最
初
か
ら
持

っ
て
い
た
態
度
で
あ
る
。

一
回
目
の
火
事
が
起
こ
る
前
に
、
「
自
分
」

は
友
の
話

を
聞
い
て
、
「
山
中
の
平
和
と
い
う
事
と
、
人
生
の
巴
渦
と
い
う
事
を
取
り
留
め

生
の
巴
渦
」

し
か
し
、
重
右
衛
門
事
件
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
人

に
巻
き
込
ま
れ
、
「
傍
観
的
態
度
」
が
崩
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

な
く
考
え
て
居
た
」
。

る



再
び
作
品
に
戻
ろ
う
。
地
方
出
身
者
の

「
自
分
」

は
、
友
の
村
の
風
景
に
憧
れ

を
抱
い
て
、
訪
ね
た
が
、
村
の
秩
序
を
乱
す
重
右
衛
門
に
出
会
い
、
だ
ん
だ
ん
風

景
か
ら
人
事
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
。
最
初
の
二
回
の
火
事
現
場

を
眺
め
る

「
無
念
」

「
自
分

は
、
三
回
目
の

「
種
々
の
思
想
に
撲
た
れ
」

の

る

「
自
分
」
と
決
定
的
な
違
い
を
呈
し
て
い
る
。
重
右
衛
門
に
「
同
情
の
一
課
を
減
が

ず
に
い
ら
れ
な
い
」
「
自
分
」

の
内
心
に
は
東
京
で
の
苦
闘
の
生
活
へ
の
反
省
が

読
み
取
れ
る
。

作
者
自
身
の
旅
の
経
験
を
素
材
と
す
る
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
は
、
こ
れ
ま
で

花
袋
が
紀
行
文
で
書
い
て
き
た
、
旅
人
「
わ
れ
」
(
「
自
分
」
)
が
語
り
手
と
な
り

旅
中
の
見
聞
を
語
る
小
説
群
の
集
大
成
と
も
言
え
よ
う
。
語
り
手
の
話
に
信
理
性

を
与
え
る
「
枠
」

の
設
定
や
、
語
り
に
伏
線
を
置
く
な
ど
、
作
者
の
細
轍
な
計
算

が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

小
説
の
結
構
を
整
え
た
上
で
、
現
実
の
村
の

自

然
見
」

の
生
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
立
脚
点
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
「
自

分
」
の
物
語
が
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。

『重右衛門の最後』試論

注

(
1
)
明
治
三
十
四
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
正
宗
白
鳥
と
の
論
争
を
通
し
て
、
花

袋
は
、
「
大
自
然
の
主
観
と
云
う
の
は
、
こ
の
自
然
が
自
然
に
天
地
に
発
展
ら
れ

て
居
る
形
を
指
す
」
も
の
で
あ
り
、
「
作
者
の
主
観
が
大
自
然
の
主
観
と
一
致
す

る
境
ま
で
に
進
歩
し
て
居
ら
れ
な
け
れ
ば
、
到
底
傑
作
は
覚
束
な
い
と
信
ず
る

も
の
で
あ
る
」
と
、
「
大
自
然
の
主
観
」
を
提
唱
す
る
。

(
2
)
例
え
ば
「
あ
ら
ゆ
る
有
限
性
を
超
越
し
た
存
在
と
し
て
の
自
然
」
と
「
性
欲
な

ど
の
欲
望
に
支
配
さ
れ
て
い
る
形
而
下
的
存
在
と
し
て
」
の
「
自
然
」
が
花
袋

の
脳
裏
に
共
存
し
、
「
論
旨
が
唆
昧
に
な
っ
た
り
、
作
品
の
場
合
は
作
品
世
界
が

不
透
明
な
印
象
を
与
え
る
も
の
に
な
っ
た
り
す
る
」
と
い
う
相
馬
庸
郎
氏
の
論

(
「
日
本
自
然
主
義
の
「
自
然
」
慨
念
」
(
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
四
十
四
年
七
月
)
、

「
新
し
い
人
間
把
握
と
し
て
の
〈
内
な
る
自
然
〉
(
い
わ
ば
ネ
イ
チ
ヤ

1
)
を、

自
己
の
持
っ
て
い
る
伝
来
の
〈
自
然
〉
概
念
(
仏
教
的
宿
命
観
)
に
よ
っ
て
、

受
け
入
れ
て
き
た
」
と
い
う
戸
松
泉
氏
の
論
(
「
花
袋
と
〈
内
な
る
自
然
〉
|
|

「
重
右
衛
門
の
最
後
」
前
後
」
、
「
日
本
近
代
文
学
」
第
二
十
八
集
、
昭
和
五
十

六
年
十
月
)
が
代
表
と
さ
れ
る
。

(
3
)
沖
野
厚
太
郎
「
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
に
お
け
る
ふ
た
つ
の
テ
ク
ス
ト
」
(
『
論
考

回
山
花
袋
』
紅
野
敏
郎
編
、
桜
楓
社
、
昭
和
六
十
一
年
)

(
4
)
持
団
叙
子

7
紀
行
文
の
時
代

u
と
近
代
小
説
の
生
成
|
|
習
作
期
の
回
山
花

袋
を
中
心
に
|
|
」
(
「
国
学
院
雑
誌
」
昭
和
六
十
一
年
七
月
)

(
5
)
高
橋
敏
夫
氏
「
パ
ノ
ラ
マ
の
帝
国
|
|
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
論
へ
の
序
」
(
「
国

文
学
研
究
」
第
百
築
、
平
成
二
年
三
月
)

(
6
)
上
回
穂
積
「
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
試
論
|
|
〈
語
り
手
〉
の
ド
ラ
マ
」
(
「
徳
島

文
理
大
学
文
学
論
叢
」
平
成
三
年
三
月
)

(
7
)
北
原
泰
邦
「
〈
風
景
〉
と
い
う
テ
ク
ス
ト
|
|
岡
山
花
袋
『
重
右
衛
門
の
最
後
』

を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
国
学
院
雑
誌
」
平
成
十
二
年
十
二
月
)

(
8
)
永
井
聖
剛
「
明
治
三
十
年
代
の
岡
山
花
袋
|
|
『
ふ
る
郷
』
か
ら
『
蒲
団
』
へ
」

(
「
国
文
学
研
究
」
第
百
二
十
六
集
、
平
成
十
年
十
月
)

(
9
)
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
以
後
の
作
品
、
「
新
築
の
家
」
(
明
治
三
十
五
年
七
月
)
、
「
女

教
師
」
(
明
治
三
十
六
年
二
月
)
、
「
春
潮
」
(
明
治
三
十
六
年
十
一
月
)
、
「
名
張

少
女
」
(
明
治
三
十
八
年
三
月
)
、
「
ア
リ
ュ
ウ
シ
ア
」
(
明
治
三
十
九
年
十
二
月
)

「
隣
室
ご
(
明
治
四
十
年
一
月
)
な
ど
で
は
、
さ
ら
に
聞
き
手
を
潜
在
化
さ
せ
、

聞
き
手
の
ま
な
ざ
し
に
照
ら
さ
れ
る
話
し
手
一
人
の
語
り
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

(
刊
)
渡
辺
正
彦
氏
は
、
「
岡
山
花
袋
「
重
右
衛
門
の
最
後
」
再
論
l
l
l
異
人
論
的
視
座

か
ら
」
(
「
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究
」
第
十
六
号
、
平
成
八
年
三
月
)

と
い
う
論
文
で
、
沖
野
厚
太
郎
氏
の
論
を
さ
ら
に
深
め
て
、
「
重
右
衛
門
」
だ
け

で
は
な
く
、
村
の
脱
出
者
を
〈
異
人
〉
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
結
末
を
、

村
の
秩
序
の
動
揺
、
危
機
の
要
因
を
、
境
界
外
に
異
人
と
し
て
排
除
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
安
定
化
を
図
る
村
の
構
造
が
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
、
村
に
危
機
が

蓄
積
さ
れ
た
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
氏
は
こ
の
「
背
負

簡
を
負
っ
た
中
老
渓
」
は
、
人
を
導
く
塞
の
神
の
役
を
し
て
い
る
と
主
張
し
て

い
る
。

(
日
)
川
上
美
那
子
「
自
然
主
義
小
説
の
表
現
構
造
|
|
回
山
花
袋
「
重
右
衛
門
の
最

後
」
か
ら
「
生
」
へ
|
|
」
(
東
京
都
立
大
学
「
人
文
学
報
」
二

O
七
、
平
成
元

年
三
月
)

唱
E
E
.

守
B
A



『重右衛門の最後j試論

(
は
)
注

(
7
)
に
同
じ

(
け
)
竹
内
洋
『
立
身
出
世
主
義
「
増
補
版
」
|
|
近
代
日
本
の
ロ
マ
ン
と
欲
望
』
(
世

界
思
想
社
、
平
成
十
七
年
)

(
H
)
前
回
愛
『
前
回
愛
著
作
集
第
二
巻
近
代
読
者
の
成
立
』
(
筑
摩
書
居
、
平
成

元
年
)

(
日
)
柄
谷
行
人
『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
(
講
談
社
、
昭
和
五
十
五
年
)

(
川
)
注

(
5
)
に
同
じ

(
げ
)
注
{
刊
)
に
同
じ

(
げ
)
注

(
7
)
に
同
じ

(
い
)
岩
永
柏
町
『
自
然
主
義
文
学
に
お
け
る
虚
構
の
可
能
性
』
(
桜
楓
社
、
昭
和
四
十
三

年
)
。
岩
永
氏
は
素
材
の
長
野
県
上
水
内
郡
三
水
村
大
字
赤
境
に
起
き
た
藤
悶
重

右
衛
門
と
そ
の
事
件
を
詳
細
に
調
査
し
、
花
袋
は
多
く
の
事
実
を
変
形
さ
せ
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
重
右
衛
門
が
実
際
に
死

ん
だ
の
は
、
杉
山
の
モ
デ
ル
と
な
る
渡
遺
寅
之
助
の
庭
先
の
は
ず
れ
に
あ
る
溜

池
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
刊
)
注
(
川
)
に
同
じ

(
れ
)
十
川
信
介
『
「
ド
ラ
マ
」
・
「
他
界
」
|
|
明
治
二
十
年
代
の
文
学
状
況
』
(
筑
摩

書
房
、
昭
和
六
十
年
)

つ臼
唱
a
A

[
付
記
]
テ
ク
ス
ト
は
『
定
本
花
袋
全
集
』
第
十
四
巻
(
臨
川
書
底

使
用
し
た
。
ま
た
傍
線
は
私
に
附
し
た
。

(
お
う

平
成
六
年
)
を

ば
い
、
広
島
大
学
大
学
院
研
究
生




